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上
尾
運
動
公
園
を
右
に
見
て
国

道
17
号
の
愛
宕
交
差
点
を
渡
る

と
、
川
越
上
尾
線
が
上
尾
環
状
線

に
変
わ
り
東
町
地
区
に
入
る
。
少

し
コ
ー
ス
か
ら
は
外
れ
る
が
、
交

差
点
を
渡
り
最
初
の
路
地
を
左
折

し
、
ま
た
次
の
路
地
を
左
折
す
る

と
東
町
公
民
館
が
あ
る
。
そ
こ
に

鎌
倉
街
道
の
標
識
が
立
っ
て
お

り
、
そ
の
そ
ば
に
市
指
定
天
然
記

念
物
の
む
く
の
木
が
あ
る
。
こ
の

む
く
の
木
が
何
百
年
も
の
間
、
街

道
の
変
遷
を
見
守
っ
て
き
た
こ
と

が
う
か
が
え
感
慨
深
い
。

　

そ
の
昔
、
鎌
倉
街
道
は
今
の
旧

中
山
道
脇
の
横
浜
ゴ
ム
㈱
の
近
く

か
ら
こ
の
場
所
を
通
り
、
芝
川
に

か
か
る
鎌
倉
橋
を
渡
り
二
ツ
宮
の

氷
川
神
社
の
脇
を
通
っ
て
い
た
。

神
社
の
手
前
と
後
ろ
に
鎌
倉
街
道

の
標
識
が
あ
る
が
、
町
並
み
に
は

そ
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
。

　

コ
ー
ス
は
上
尾
環
状
線
を
進

み
、
さ
い
た
ま
水
上
公
園
の
入
口

で
右
折
し
、
公
園
の
東
側
を
抜
け

左
折
、
芝
川
の
日
の
出
橋
を
渡
る

と
上
尾
下
に
な
る
。
放
光
院
を
右

に
見
な
が
ら
進
む
と
原
市
に
入

り
、
さ
い
た
ま
菖
蒲
線（
第
二
産

業
道
路
）に
出
る
。
こ
こ
で
右
折

し
、
こ
の
辺
り
で
は
珍
し
い
鐘
楼

門
の
あ
る
浄
土
宗
の
相
頓
寺
前
を

通
る
の
だ
が
、
左
折
方
向
に
妙
み
ょ
う

厳ご
ん

寺じ

が
見
え
る
の
で
立
ち
寄
っ
て
み

る
。
山
門
前
に
大
き
な
戒か
い

壇だ
ん

石せ
き

が

あ
り﹁
不
許
葷
酒
入
山
門
﹂と
刻
ま

れ
て
い
る
。﹁
葷
﹂と
は﹁
ク
サ
シ
﹂

﹁
カ
ラ
シ
﹂と
も
読
み
、
お
寺
で
戒

め
て
口
に
し
な
い
野
菜（
ニ
ン
ニ

ク
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ネ
ギ
、
ニ
ラ

な
ど
五
葷
と
い
う
）で
あ
る
。
余

談
で
あ
る
が
、
酒
を
般
若
湯
と

言
っ
て
寺
に
持
ち
込
ん
だ
り
、
戒

壇
石
の
文
字
を﹁
不
許
葷
﹂（
葷
は

赦
さ
ず
）、﹁
酒
入
山
門
﹂（
酒
山
門

に
入
れ
）と
、
具
合
の
い
い
所
で

上
下
に
分
け
る
な
ど
の
冗
談
も
あ

る
。
市
内
で
一
番
古
い
板
石
塔
婆

（
板
状
の
石〈
板
石
〉の
供
養
塔〈
塔

婆
〉）﹁
弘こ
う
ち
ょ
う
い
た
び

長
板
碑
﹂の
あ
る
瓦
葺
の

楞り
ょ
う
ご
ん
じ

厳
寺
の
山
門
前
両
脇
に
も
新
旧

二
つ
の
戒
壇
石
が
立
て
ら
れ
て
お

り
、
さ
ら
に﹁
不
許
葷
酒
入
山
門
﹂

の
意
義
を
記
し
た
石
碑
が
あ
る
。

　

コ
ー
ス
に
戻
り
相
頓
寺
に
向
か

う
。
こ
の
付
近
に
は
、

以
前
金こ
ん

毘ぴ

羅ら

神
社
と

呼
ば
れ
る
神
社
が

あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、

祭
日
は
２
月
11
日
の

初
金
毘
羅
で
、
こ
の
日

に
は
だ
る
ま
市
が

立
っ
た（﹃
上
尾
市
史
﹄）。ま
た﹁
種

銭
﹂と
言
っ
て
、
い
く
ら
か
の
小

銭
を
こ
の
神
社
で
借
り
る
と
お
金

が
貯
ま
り
、
翌
年
に
は
倍
に
し
て

返
す
と
い
う
信
仰
が
原
市
の
人
々

の
間
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

次
号
は
新
幹
線
に
沿
っ
て
原
市

沼
ま
で
の
コ
ー
ス
を
進
み
た
い
。

（
ぐ
る
っ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
同
好

会
・
川
島
一
郎
）

愛宕～原市方面
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市の人口・世帯
（平成２５年１０月₁日現在）

22万８，０６４人
男／11万3，６３０人
女／11万４，４３４人
　※前月より１１７人増。

9万５，１７３世帯

上尾サイクル紀行 ◇8
﹁上尾サイクルマップ﹂で訪ねる郷土の歴史

市制施行５５周年特別企画

アッピーを探そう！

【賞品】正解者の中から抽選で₅人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、﹃広報あげお﹄
の感想を記入して、１１月２０日（水）まで（必着）
に上尾市広報課﹁わくわくクイズ係﹂へ。

あて先：〒362-8501本町3-1-1
メールアドレス ： ｓ５５０００＠ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.ｌｇ.ｊｐ
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は１２月号のこのコー
ナーで。前号の答えは﹁₆﹂でした。ご応募あ
りがとうございました（応募者４１人）。

右のアッピーが
登場するのは■？ページ ア

ッ
ピ
ー


